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 Study of Decoding Method of Radio Teletype Meteorological Bulletin

' Decode of SYNOP and SHIP Bulletin By Using Word Dictionaries 一

Tsutomu FUJIMOTO， Mamoru TANAKA， Kazuo HARUYAMA

Abstract

 In general， coded messages are used for the international exchange of meteorological information compris-

ing observational data in Radio Teletype circuit. 

 The codes are composed of a set of code forms made up of symbolic letters representing meteorological

elements. 

 In messages， these symbolic letters are transcribed into figures indicating the value or the state of the ele-

ments described. 

 The authors constructed a decoding system which transcribe these coded messages used for a land station

(SYNOP FORM) and a sea station (SHIP FORM) to report synoptic surface observations into plan Japanese

sentences by utilizing personal computer. 

1. まえがき

 気象関連情報を情報処理面から考察すると、例えば天

気図などの線図形情報、雲写真などの画像情報、日常言

語による音声情報、文字情報とその形態の多様さ、さら

にこれらの情報の入手の容易性、リアルタイム性、また

処理結果が直接日常生活に役立つことなど、情報処理技

術開発の例題として興味深い。

 このような観点から、著者等はU-MIPS(Ube
Technical College Meteorological lnformation Proces-

sing System:宇部高専気象情報処理システム)と称す

る気象関連情報の処理技術の開発を試みている。

 これらの研究の一貫として、無線印刷電信気象通報の

解読を試みた。
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 各観測所において観測された気象データは全球規模で

交換され、各国などで天気予報等の基礎資料として活用

される。これら気象観測データの交換に無線印刷電信が

利用されており、容易に受信可能である。

 ただし、これらのデータはWMOで規定している国際

気象通報式により数字コード化されて交換されているた

め、特別に訓練されたものでない限り、受信電文からは

直接原気象データを認識することは出来ない。

 そこで数字コード化されている受信電文をパソコンに

より、所定の気象通報式に従って日本語文へ翻訳するプ

ログラムを開発した。

 回報では、多種ある気象通報式のうち、地上観測所か

らの地上気象データの通報に適用される地上実況気象通

報式(SYNOP)および海上観測所からの海上気象デー

タの通報に適用される海上実況気象通報式(SHIP)

の解読を訳語辞書を用いることにより行ったので報告す

る。

宇部工業高等専門学校研究報告 第35号 平成元年3月



64 藤本 勉・田中 護・春山和男

2. 無線印刷電信(Radio Teletype:RTT)気象通報概

説 FM12-VI  SYNOP一地上実況気象通報式
FM13-VI  SHIP 一海上実況気象通報式

通報形式:

2. 1気象庁国際地区気象通報
  (Sub-Regional Weather Broadcast.  J M G)

 JMGは気象庁で行っているわが国の代表的気象放送

でWMO(World Meteorological Organization:世界気象

機関)の準大陸放送と航空放送とを兼ねているものであ

る。放送内容は地上および海上気象実況、上・高層気象

実況、機上観測実況、地上気象解析、警報などである。

 気象庁において収集した日本および近隣諸外国の気象

観測データを短波帯の電波を使い無線印刷電信(RTT)

で、同地域の気象関係官署へ通報することを目的として

いる。

 同種の放送は、北京(中国)、ハバロフスク(ソ連)、

バンコク(タイ)、ニューデリー(インド)などからも

行われている。

 放送される気象通報は、警報などを除いて国際気象通

報式(WMO International Code)によって数値コード

化されたものになっている。

，
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2. 2国際気象通報式
   (WMO lnternational Code for Meteorological Data)

 WMOにより制定されている気象データの符号化規約

であり、40種以上のものがある。

 回報ではこの内、FM12-VII SYNOP
 (Code Forms for the Report of surface observation

from a land station、地上実況気象通報式)、およびF

'M 1 3 一 V 1 1 S H 1 P (Code For ms for the

R，p。・t・f・u・f・・e・bserv・ti・n f・・m・・ea・t・ti・n・海

上実況気象通報式)を取り扱う。

 SYNOP、SHIP気象通報式の基本書式を図2. 

1に、乱淫の内容を付録1に示している。

 SYNOP気象通報式は、有人または自動の地上観測

所からの共観(Synoptic)地上気象実況の通報に適用さ

れる。

 SHIP気象通報式は、有人または自動の海上観測所

からの二二海上気象実況の通報に適用される。

 第0節においては、観測所識別の資料(船の呼び出し

符号、国際ブイ番号および位置、観測所の国際地点番号、

観測日時)、および使用する風速の単位

 第1節は、両通報式ともに共通であり全球規模で交換

される基礎気象データ

図2. 1 SYNOP，SHIP気象通報式

 第2節は、卓球規模で交換されるデータで、海上また

は沿岸の観測所からの海面の状態に関するデータ

 第3節は、地区内(例えばアジア地区など)交換のデー

タで、最高、最低気温などのデータ

が記述される。

 なお、第4節以降は、各国内のみにおいて交換される

データであり、国際地区気象通報には含まれない。

 国際地区気象通報で通報される気象報は、気象庁など

各国の気象主官庁において、同一観測日時、同一国など

の単位で編集されたものである。

 編集報の通報書式を、図2. 2に示している。同図に

おいて、ZCZC行からNNNN行までが1通報文であ
る。1通報文の文字数には制限があるので、通常、複数

の通報に分割されて送達される。

 TTAAiiの行が通報の冒頭符であり、通報内容の

識別に用いられる。MiMiMjMjにより通報式の識別が

行われる。

2. 3受信および解読システムの概要

 JMG無線印刷電信気象通報を受信し解読するための

システムは、図2. 3に示すように短波帯受信機とパソ

コンとから構成されている。
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 ダイポールアンテナ、短波受信機(IC-R71、ア

イコム製)、無線印刷電信復調器(ラジオテレタイプコ

ンバータおよびパソコンインターフェース、CT-67

6、プロコ製)およびパソコン(PC-9801シリー

ズ、NEC製)からなるものを2システム

 同受信機に無線印刷電信復調器(RTTY-ONE、

プロコ製)およびパソコン(PC-8001、NEC製)

を接続したものを1システム

 ダイポールアンテナ、短波受信機(R5000、ケン

ウッド製)、無線印刷電信復調器(CT-100、プロ

コ製)およびパソコン(PC-9801シリーズ)から

なるものを1システム

 同受信機に無線印刷電信復調器(RTTY-ONE)

およびパソコン(PC-8001)を接続したものを1

システム

 最大5システム運転している。なお、パソコンにPC

-8001を使用しているものは、受信通報文をプリン

タに出力するのみである。プリンタ出力により受信誤字

の訂正を行うことに利用しており、解読は行っていない。

 短波帯の電波を使用して送信されている通報を、ダイ

ポールアンテナと短波帯受信機で受信する。短波帯電波

の伝搬特性を考慮して、JMGの場合6波(3，5，7，

14，19，22MHz)で同時放送されている。この中

から受信状態の最も安定しているものを選んで受信す

る。

 通報は5単位ボドー(Baudot)コードを用いて、周波

数偏移幅850Hzの周波数偏移変調方式(Frequency

Shift:FS)、データ伝送速度50ボー(Baud)で送信さ

れる。

 受信機出力信号は、無線印刷電信復調器で0、1信号

列に変換され(RTTY-ONEの場合)、さらにAS

CIIコードに変換(CT-676，CT-100の場
合)されてパソコンのRS-232Cポートへ供給され
る。

 パソコンは、受信コードに従って通報の表示、選択、

記憶、印刷さらには解読を行う。
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通報文
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YYGGgg ccc

ZCZC 送信開始符号
JMG  テレタイプ回線の名称
iii  通過番号
TT   資料の内容指示符号
  例 SM 毎6時間地上(海上)実況
    SI 毎3時間地上(海上)実況
AA   資料の地域指示符号
  例 JP 日本
    VB 北緯05。から北緯90。、東経70。から東経180。
      に含まれる海域
    WB 海洋観測ブイ
ii   資料を数通に分けた場合に使用する
CCCC 編集局名
  例BABJ北京
    RJTD 気象庁
    VHHH 香港
龍 グリニッジec''時による昌

99c遅延報(，T、、，，。，，，、 n. . )、言丁正報(，。，、 CCA、 CC。. )

膿1叢劣騨簿離号
   例 地上実況 MiMiMjMj＝AAxx
    海上実況 MiMiMjMj＝BBxx
iw   風の観測方法および風速の単位の指示符

地上実況編集報の場合はMiMiMjMjの次にYYGGi. を通報するため、各通
報内に含まれるYYGGi. は省略される。
海上実況編集報の場合はMiMiMjMjの次のYYGGi、は各通報内に含まれて
通細される。

ダイポール

アンテナ   / 月

図2. 2 編集通報書式

短波帯受信機

無線印刷電信復調器 パソコン

3. 変換辞書

 受信されたコードは、国際気象通報式に従って日本語

への翻訳が行われる。

 画報で報告するSYNOP、SHIP報の場合は第1

節の7wwWIW2群、および8NhCLCMCH群の日本
語訳文が長文となっているため、これを圧縮する方策を

一門
図2. 3 システム構成図

とる必要がある。

 ww(現在天気)を単語辞書を検索することにより日

本語訳を生成した。

 W1/W2および8/Nh/CL/CM/CH群を含む他

の日本語訳を含む群については、単語に分割することを

行わずコードに対応する日本語訳全文をそのままテーーブ

ル化した。
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3. 1wwにおける単語出現頻度の調査

 付録2に示すww＝00から99に対応する内容、即

ち日本語訳文に出現する単語の頻度を調査し、単語辞書

作成の資料とした。

 単語出現頻度の調査結果を表3. 1に示している。

3. 2ww訳語辞書の構成

 日本語訳文を単語に分割する際、単に品詞単位で分割

することは得策ではなく、1度しか出現しないとか、出

現するときはいつも同じ組合せとなるものなどは纏めて

1つの単語にすべきである。

 ww訳語辞書を図3. 1に示している。

 例えば、グラフィック文字「1」(ASCIIコード、

16進3i)は「観測」と訳出される。

3. 3ww翻訳過程

 wwニ97についての翻訳過程を図3. 2に示してい
る。

 ww＝97に対して先ずwwテーブルが引かれ対応す

るグラフィック文字列(26バイト)が取り出される。

 次いでグラフィック文字列を先頭から1文字つつAS

CIIコードに変換し、ww訳語辞書を引いて対応する

日本語訳「観測/時/に/雷電/、/強/、/ひょう/、

/氷/あられ/、/または/雪/あられ/は/伴わない

/が/雨/、/雪/または/みぞれ/を/伴う/。/」

(44文字×2バイト)を生成する。
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図3. 1 訳語辞書
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表3. 2 テープルー覧表

ファイル名

シリョウ1イコ劉. DAT

D灯一J 。DAT

テイキーエイコ＾. DAT

ZONE. J . DAT

ヘンシ1ウーE . OAT

ヘンyユウ. J. DAT

チバン47 ，D灯

サイテイウン  . DAT

ウンリョウ   . D貞丁

フウ］ウ  . DAT

ヒ四■一ボート . OAτ

キアヲヘンカ  . DAT

ケPンテンキ  . DへT

CHDATA. 4，DAT

h］チンキ   . DAT

テイ'mン ，DAT

fユゲカウン . DAT

］o'湧ン . DAT

シン。   ，DAT

L汐卜「   . 0AT

ナミーシュウキ . DAT

テセクヒョウシュ，DAT

ftクヒョウソウ，DAT

ミツチ十クド . DAT

］''JI)ワ9ツ. bAT

リクヒョウ   . DAT

コtl，Jf約イ，DAT

］ゆリハンカ . DAT

 テーブル内容

TT (通報種別、AS)
 (通報種別、地上解析＞

AA (編集地域、 AD)

 (編集地域、アデン＞

CCCC(縞集局、 AMMC)
  (編集局、メルボルン
   (オーストラリア)

47itl(日本観測地点番号)

h    (最低雲の高さ)

N、Nh  (雲量)

dd   (風向＞

ff   (風連、ヒューフォー

a    (気圧変化傾向)

WW訳文デーブル
ww訳語辞書
WIW2  (過去天気)

CL   (低層雲)

CM   (中M雲)
CH   (高層雲)

Ds   (船の進路)
VS   (船の遼度)

  (波の周期)

  (着氷種)
  (着氷速度)
  (氷密着度〉
  (氷発逢程度)
  (陸氷)
  (氷の縁方位)
  (氷の変化)

4. 解読プログラム

  解読プログラムは、メイン・メニュー・プログラム、

通報データの受信、選択、保存を行う受信プログラムお

よび各通報式を解読するプログラムから構成されてい

る。

 通報式解読プログラムは、汎用的なもの数種について

は既に完成しているが、本報ではその内、SYNOP、

SHIP報解読プログラムについて述べる。

 なお、プログラムはPC-9801、N88日本語B

ASIC (MS-DOS版)により開発した。

4. 1メイン・メニュー・プログラム. 

 システム起動時のメイン・メニューを図4. 1に示し

ている。ここからデータ受信、解読などの各プログラム

へ分岐する。

    ロロ     ロ臼     臨月    ロロ ロロロロ ロロロロロロロロ  ロロロロロBS

    ロロ     ロロ     ［兀淘   日ロロ  ロロ   ロロ   ロロ ロ

    ロロ     ロロ ロロ5 岬山0 ロロロ  ロロ   ロロ  ロロ  ［潤
    口n     ロロ ロロロ ロロ ロロ ロロ  ロロ   ロロロロロロロ    ロロロ

     仁旧   ロロ     ロロ    ロロ  ロロ   ロロ          ロ

     ロロ［瑠ロロロ      ㎜   ロロロ ロロ日賦 ロロロロ    ロロロ［㎜口

拙≡翻諾華キヌ・・デ・ダ・

準舞欝灘lll［::ll

    ご希望のキーを押して下さい。

     U-MIPS Teletype Systern

図4. 1 メイン・メニュー画面

4. 2データ受信プログラム

 データ受信プログラムの流れ図を図4. 2に、データ

受信時の画面ハードコピーを図4. 3に示している。

 同図により説明する。1通報は「ZCZC」から開始し、

「NNNN」で終了する。無線印刷電信復調器からRS一 23

2Cポートへ供給される通報データをディスプレイに表

示すると共に、内部メモリにストアする。スペースまた

は改行コードで群を区切って、群の解析を行う。

 群が「ZCZC」であるときは通報の開始であるので、

先頭のZがストアされたメモリ番地と共に受信開始年月

日時分秒を保存する。

 「ZCZC」の次行は、通報の冒頭符であるので、

rTTAAiiS FCCCCS FYYGGggk rcc
c」と分けて保存する。

 「TTAAii」をあらかじめ予約されている「SM

JP (毎6時間地上実況、日本)」、「SIJP (毎3時

間地上実況、日本)」などと比較することにより、保存

すべき通報の選択を行う。

 以下本文が続く。信号は終了符の「NNNN」の最後

のNを送出後、次の通報の開始まで休止する。この休止

期間中に、フェージングなど電波伝搬状態の変動により

誤字が発生することが頻発するので、「NNNN」の検

出については改行コードを待たずに、Nが3個以上継続

することにより終了符の判定を行っている。

 終了符と判定されると、最後のNのメモリストア番地、

受信行数、受信文字数を保存する。

 保存が予約されている通報種類の場合はメモリ開始番

地からメモリ終了番地までを受信開始年月日時分秒を

ファイル名としてディスクにセーブする。同時に受信開

始年月日時分秒のファイル名と通報の冒頭符との対応を

インデックスファイルに追記し、解読プログラムにおい

て参照する。

 インデックスファイルを図4. 4に、ファイル名の書

式を図4. 5に示している。

データの受信は、RS-232Cからの1文字受信完了

割り込みにより行われるので、ディスクヘセーブ中も受

信文字が欠落することはない。
NNNN
ZCZC JMG 032
SMCHt BABJ 190000 RRC
AAXX 19001
50434 31/04 91402 10031 20029 39319 40188 52004 74540;

50527 32970 11BO2 100e6 2eO69 39462 40185 52004 81030;
50603 32680 12505 10097 20a50 39539 40194 52004 81100;
50632 32680 23204 10100 20072 39308 40174 52006 81530;
50727 32475 83402 10075 20071 39014 40205 52006 886//;

50756 32670 71401 10116 2elO3 40143 57003 8113/;
50949 32665 12503 10127 20108 40156 52002 81500;
50963 11570 70000 10128 20117 4015e 54000 69911 78000 87BOO;

51133 329eO 23403 10114 20055 39571 40193 57001 82032;
51156 32780 73601 10125 20019 38763 40200 52003 83902;
51644 31959 40000 10158 20065 38971 40191 52004 70600 81062:

51716 32970 70000 10139

・・CI11 AB 19・…RRC［工璽璽コ ［＝亟［＝コ. 匿ヨコ［亙コ〔璽コ

     図4. 3 通報受信中画面
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. iN［Tし 初期設定

りIDTH 8口. 25

ceNseLE o，？3，0，1

CLS 3:SCREEN 3

PR1閥T 噌一閲;

しOCATE O. 0

L］NEC O，3e4)一''9D，399)，T，B

LIHEt20e，3S4)一(2TT，399)，T，e

FDR X. B＝335 Te 559 STEP 5S

LINE(X. B，3Sn｝一STEPC50，15)，4，B

NEXT X. B

 嘔sau

SAU. FG昌1

:NEc 1，385)一''e9，39S)，2，BF
ZNEE56e，3e5)一(6DS，39S)，2，BF

. XEY，SRCH

ファンクションキv定
KEY  8. 一りZ9一トt;LocATE 56. 25＝PR【NT 噂り］9一ト. ;

KEY  9，齢メイン'   LOC∩TE 63，25;PR＝NT 圃メィンー;

KE∀ 10. . t一フ''一 :LOCATE 70、25＝PRINT 'セーフ''一;

        LOCAIE M， D

メインメニューヘマージ

   . MAIN

OPE閃 . CO【＝N8且NN。 AS 回1

PR:NT tt1. CHRsqS);CT-676受信尉始
PR川T tt1，CHRtc26);CT-676バッファクリア

COHSOLE O. 25
CLS 3

KEY 1-lo，''''

PR［NT
'cheipning te mein

ON CO'' GeSUB . RECEIUE

CO門ON

 EY、SRC メインループ

KY一＝］NKEYS

CHAIN''門qlN胃

⑱CLE∩R 巳H10DO

COh OFF

CLO＄E

DEF SEG筥SEGPTRI21
日. P置0;R. P罵0

BUしτN. LNG＝O

門SG，BGN冨0＝nSG. END冨ロ

UNE. NR＝999
ωP、【臼×冨＆H6FFF

6

y器

 yts

. SAU

KY8＝一

  ，
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  ，

K鴨. ・メ・里

  e

Y一＝'t

  ，
. OTHE

eTHER

. KEY. SRCH

 . HRrN

UORD冨. . 

 . EX］T

CT-676受信停止

   ，SELEC  通報選択

STR(TTnPll＄，'SMJ

   鵬
囲STR〔TT∩口【【8脚臨S門JP

   閲o

NSTR〔τ了鳥ql【■，耳SlJP

   騨●

NSTR【TT自A＝1＄，隠＄M日B

閥3

囑s

vts

四3

割り込み処理入口

 . REeE［U

  CO門OFF

  EK［T

      vEs
  OCql昌
  一e

YS＝・1NPU1＄''，U1)

割り込み出口1

 尽ETURり. 

   ＝曜¢tti

Y＄説r  '幽s

・門OJ【 文字壷曼信

ncE

＠…

SP. FG＝e
-ORPS＝一〇RDS，YS

;POKE，S-B

. 艇華)舶・受信

階;蕊＿＿11
ヒ     輕)
1
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・NE・NR℃
?
ｻ
D
E
R
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1
)
曙
レ
3

(NCLUDE)

zs＝y＄

［NE. NR

. bx

LF. FG＝O

. PRTNT，SUB

・HE自DER. しiN

・NNN じHK

oNN瞬. CHK

 Y＄い噂H冒

 ''e

. ・翌kFコード・難
LP，FG馬1

冾nRD. POS乙口
kINE. 閥R＝L【網E. NR◇1

1

1鴨…R即
。POKE SUB

YO昌℃R縛
su酔吏POk

「

Z＄冨圃 【今'' ｶR㌧LF''

・PR【NT. ＄UB

【NE，NR
＝2 ・

1
RCU. D臼丁ε孚昌D∩TεO

qCU，T川ε＄＝T田E謬

＝3

塾旨∈角DER、ρNし  INE. NR

i・三亟)

NNNN通報終了の検出

鴨3

NNN8＝陽''

;SLCT. YES

snu. FG冨1

L:NEt 1，3S5｝一''S9，39S)，2，BF

L］NE(5SO，3e5)一(60S，39e)，2，BF

NNS］NNNS＋Y＄

NNNNを検出
      7開RETuRN . NNN N(NNN＄)

 )＝3

齢。

・HE臼DER，ANL 冒醸符朋析

HEAD，PeS;1
ττ臼臼11◎＝騨

CCCC3昌脚曜

DDHH門門9冨圃. 

RRΩ6z噂閥

eR cHAR. pos＝1
Te LEN(HEADS)

. HRTN

・凶 LOGディスク セーフルーチン

co門OFFl
UNDER. ～貞リ昌1

τT自臼ILsnリ輩芭TT自自1「零
CCCC. ＄∩U●＝CCCC9
DDHH闇. SΩU■? DHH闇事
RR日、5臼u●＝RR噂

SRU、B6N冨門SG. B6隠
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掌qリ . LN＄己STR● 【S負り 、しN冨L ！NE . NR〕

S角U. CH∩＝LEN6τH

＄u・P・oI

1

RCU. DqTE6、RCU. II【E8か ら

プアイル名
FrLNΩ阿EO〔＝YN門DDH朋. 門SS｝

を作る

OPEN . B;胃やFIL. Nq【日 FOR OUTPUτ qs ''2

OPEN 層B＝旨旨88××，ID×'' FOR ∩PPEND ∩s ''3

PR【閥丁 胸3 . F lし. 閥R門E●;.  ，， 旨τ丁臼臼 11●;9 ，■ ;CCCC9;
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'

EH ￥T∩q1【●＝TTR自1【＄＋DUH目Y参

cecce＝cccc''＋DunriyS

DPH購'tSDHHMM棚閉Y＄ n
RR自O＝RR自魯＋DUN門Y＄

;M，READ

. CONT［NUE

. CONTINUE

 NEXT
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       Ne
         NSTRi''ORDS，一ZCZC

    ・SPARE 予備

    . SPaRE

    . HRTN

          NNNN
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vts
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. HRTN

｛s
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四3
しF FG＝1

@ 腎●
1

IHE∩D8・HERD3・Y串1 IHE臼D＄・Y31
1 1

，PRINT HE∩D)
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@鷺
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図4. 2 無線印刷電信気象通報受信プログラム流れ図

Res.  Rep.  of Ube Tech.  ColL No.  35 March 1989
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ファイル名   冒 頭 符  受信行数
YmmddhhM. Mss TTAA i i CCCC DDMHMM

             ccc

 80919122，141，SlJP20，RJTD，190300，， 34

 80919122. 449，SIJP21，RJTD，190300，， 42

図4. 4 インディックス・ファイル

ファイル名

     V 通報受信開始年
     mm      月
     dd H
     hh      時
     MM      分
     ss      穆

図4. 5 ファイル名フォヘマット

4. 2SYNOP、 SHlP報解読プログラム
 メイン・メニュー・プログラムからSYNOP、 SHIP報

解読プログラムがマージされると、先ず表3. 2の一覧

表に示す翻訳テーブル、ww訳語辞書などを読み込む。

 次いで、データ受信プログラムが作成したインデック

スファイルを読み込んで、冒頭符「TTAAii」の「T

T」が「SM(毎6時間地上実況報)」および「SI(毎

3時間地上実況報)」のみを選択して一覧表示する。表

示画面をハードコピーしたものを図4. 6に示す。

 解読したい通報を選ぶとインデックスファイルより対

応するファイルを読みだしてきて解読を開始する。

 解読は「;」で終了する観測所毎の通報文を読み出し

てスペースまたは改行を区切りとして、全文を群に分割

する。通報式に従って、各群を解読するサブルーチンが

コールされて解読が進行する。

 観測地点番号は、今のところ日本国内のもののみしか

テーブルに登録していないので、テーブルにない地点の

場合はそのまま地点番号を表示する。同じく報告船舶名

もそのまま呼び出し符号を表示する。

 風速については、通報式に従って計算した風速ととも

に、ビューフォート風力階級表に説明されている該当事

項の内容を表示する。

 気温および露点温度がともに通報されている場合は気

温および露点温度を表示すると共に、次式により相対湿

度を計算して同時に表示する。

 気温をT・、露点温度をTdおよび水の三重点の温度を

T1(＝273. 16 K)として、

T＝Ti十To

logioEWo＝10. 79574(1-T1/T) 一 5. 0280010gio(T/Tl)

    十1. 50475'io一‘［1-lol-8・2969(T/Tl-1)1］

    十〇. 42873'lo'3［lo l4・76955(i-Tl/T)i-1］

    十〇. 78614

からT・における飽和水蒸気量EW・を計算する。

 同じく、T・T1＋Tdとして、上式よりTdにおける飽和

水蒸気量EWdを計算する。

 これより相対湿度はEW・/EW・×100【％1で求める。

番号 一一 冒 頭 符 号

封 §｝淵霞llB ll器ll

受信年月日時分秒〔JST｝

88/09/19 隻2:21;4正

88/09/19 12:24:49

行司

2
S

一一一一 file 一'一一一一一'一一一''''一一一'一一一一一一

フレティンの番号を入れてください
｛ END for return to MArN ) ？

      図4. 6

e

 ブレテン選択画面

4. 4解読例

 「(1) SIJP20 RJTD  190300」を例
として解読の過程を述べる。

 図4. 7に受信通報文の全文を示す。1988年9月

19日12時21分41秒(JST)からJMGで受信
したもので、同日12時(JST)の日本の主要観測所

の毎3時間地上実況であり、気象庁(RJTD)が編集

したものである。

 図4. 8は、「SIJP20 RJTD 190300」
を解読した結果である。図4. 9は「AAXX 190

34」行の内4(iw)の解読結果である。なお「A

AXX 1903」の部分は不要であるので解読しない。

 図4. 10に国際地点番号「47582」から始まる秋

田の解読結果を例示している。

5. むすび

 以上、無線印刷電信気象通報のうち、地上、海上気象

通報解読について述べた。

 他に、地上高層実況気象通報、地上高層風実況気象通

報、解析気象通報(省略形式)の解読プログラムが完成

している。これらについては近い機会に報告する。

 本研究は昭和59年度卒業研究において開始したもの

であり、当初卒業研究生、大西弘明君によりカタカナ文

での解読が試みられた。その後、訳語辞書の作成による

日本語文での解読、さらにMS-DOS版への移植を

行ったものである。

 最後に、気象庁国際地区気象通報については、気象庁

の田村二丁氏に多くを御教授頂いた。ここに記して深く

感謝致します。

宇部工業高等専門学校研究報告 第35号 平成元年3月
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タイプ解読システムの製作、昭和59年度宇

部高専卒業研究論文

9) 春山和男 U-MIPSの研究一気象テレタイ
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図4. 8 昌頭符解読画面

一一一一@header 一一一一一一一一一一一一一一 watting
〔風速の巣位〕一一一一一knot
〔瓜速の観測〕一一一一一風速計による観測

図4. 9 iw解読画面

一一一一@bulletin 一一一一一一一一一一一一一一
47582 41/65 61307 10261 20177 40191 57019 70282 86200;

                          一一一一 contents 一一 一一 一一 一'
プ解読プログラムの開発、昭和60年度宇部  〔観測 地点〕一一…秋 田

高専卒業研究論文

10) 地上気象常用表、気象庁(昭和57年)

各観測所データの終了を示す文字を、WMOは「＝」

で規定しているが、本プログラムでは「;」を使用して

いる。

ZCZC JMG 060
SIJP20 RJTD 190300
AAXX 19034
474el 42/70 71910 10209 20154 40158 58011 83202;
47412 42/75 71609 102e6 20151 40183 57013 84272;
47420 42/70 71712 10180 20148 40221 56018 83232;
47426 42/65 71213 10199 20162 40214 57016 872//;
47582 41/65 61307 10261 20177 40191 57019 70282 86200;
47590 42/70 61707 10241 20180 40212 56018 81250;
47600 42/75 60506 10277 20212 40180 57015 81130;
47648 42/80 70805 10249 20200 40221 58010 83270;
47662 41/59 72304 10253 20167 40216 56017 70522 8227/;
47678 41470 71211 10267 20218 40195 57012 72582 86260;
47740 42/70 72004 10269 20213 40172 58013 82230;
47778 41/65 70811 10266 20244 40186 58014 70282 87231;
47807 42/65 13407 10308 20226 40165 56013 81200;
47827 42/75 71705 10311 20230 40161 58012 86232;
47843 41/57 81103 10263 20231 40166 58009 72922 8117/;
47898 42/65 70311 10259 20232 40174 57011 84932;
47909 42/80 51405 10315 20242 40156 58008 84230;
47918 41/65 71712 10278' Q0253 40130 58004 78222 873//;
47936 42/81 50709 10309 20236 40147 58005 85202;
47945 42/75 31007 10315 20250 40156 56007 83300;
47971 42/82 50506 10284 20227 40172 58016 85200;

waiting

〔
〔
〔

一一一一一一一一一 SIJP20 RJTD 190300

降水資料〕一一一一一省略する(資料が入手できない又は通報しない)
観 測 所〕一一一一一有人観測所
最低雲の高さ〕一一一一i一雲底の高さ不明。または雲底は観測所より低く，雲頂は観測所
         より高い。
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〔海面校正気圧〕一一一一一1019. lmb
〔気圧変化傾向〕一一一一一一定下降、変動下降
〔気圧 変化量〕一一一一一T -Lg mb (3時間前の気圧より)
〔現在の天気〕一一一一一観測時まraは観測時前1時間内に、. π観測所に降水、霧、氷霧、

砂じんあらしまたは地ふぶきがない。大気水国がない。前1時間内に空模様全般に変化が
ない。

〔過去の天気〕一一一一一しゅう雨降水また全期問を通じて雲量6以上
〔低層雲または
 中層雲の雲量〕一一一一一6/8
〔低 層 雲〕＋・一・一一一雲底が同じ高さにある並または雄大積雲〔Cumulus;Cu⊃。断片、

           へん平積雲【Cumulu5;Cu〕。 (層積雲〔Stratocumulus;Sc〕があっ
           てもよい。)
〔中  層  雲〕一一一一一高積雲〔Altocumulu5;Ac)、高層雲〔Altostratus;As)、乱層雲(N

           imbostratus;Ns) がない
〔高 層 雲〕一一一一一絹雲〔Cirrus;C1〕、絹積雲〔Cirrocumulus;Cc〕、絹層雲〔Cirro

           stratu5;Cs〕がない。

図4. 10 解読例(1988年9月19日03Z秋田)

(昭和63年9月20日受理)
47991 NIL;

NNNN

図4. 7 受信通報文

Res.  Rep.  of Ube Tech.  ColL， No.  35 March 1989
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7. 付録
付録1 FM12-Vll SYNOP，FM13-Vll SHIP気象通報式

dd 鰻暫時前且0分間の風向(真方位)の平均値

風逢をノット単位で鞭ずる場合. 風趣が100ノット以上

且99ノット以下のときは、

 1)ddに50を加え、
 2)100凝引いた憤をffで報ずる

8N. . CLC【C. 群

N，すべての低層雲(CL)に属する雲の震量、 Cしがない場合はすべての中層1

  (C. 〉に属する雲の雲量
    '

CL 層積雲(S〔)、層雲(S∂・積雲

D・…D (通鞠榊呼出符号〉群
A！b. nentnb(国際ア播号)群

YYGG iu群
YY 日付(GMT). 観測が終了した実際の日付

GG 罎測時刻(GMT)、1時間単位
   地上観測においては気圧計読み取りの時刻

Cu)、積乱雲(Cb)の状繊

C門 高積雲(At)、高層婁(As)、乱層雲(Ns)の状態

C.  縞雲(C. 〉. 絹積雲(C〔). 組層雲(C～)の状懲

櫓示符

oo

o1

36

99

内 容

静   種

5'

(10')

14i

  355' 一 4'

変化多し、又はあらゆる方向、又は混屯として岐浪の方向定め難い

9hh//群

hh 最低雲の底の憂さ

CH

ff l》によって指定された単位による眼測時前10分闇の風遼の平均樋

   風連をノット単位で報ずる場合、風達が100ノット以上199ノ
   ット以下のときは、

    1)ddに50を加え、
    2)100を引い炬恒をffで報ずる

。

【冒風の韻測方法およU風透の単位の指示符

i日 風の観測方法 風速の単位

0 目瀾による巳漣 m/s
1 風向計により測定した風速

3 目測による風連 ノット

4 贋蓬計により測定した風連

IIlii(地上観測所の国四点番号)群
99L. L，Ln QcL-L-LeLe              (阯覗漸の櫨)群

L. L。L.   緯度(1/呈0''単位)

Q， 地球の四半球

Q。 緯 度 経 度

1
3
5
7

北 駄

ﾊ 阪
?纏
k 縁

棄 経

?経
ﾑ 経
ﾑ 経

i''ixhVV群
te 降水資料の脊無の指示符

1 snTTT群
Sny 温度の正負の指示符

S門 内 容

0
一

正身は。

TTT  気温  1/10'C単位、正負の符号はs. による

2s. TdTdTd群

Sfi 混度の正負の指示符

TdTdT。 露点渦度1/IO'C単位. 正負の符号tts. Ctよる

3 PePgPePi群

PePsPoPe地上の高度の気圧(lmb単位)

群群
P
h

P
h

p
由

P
a

4
4

1

2

3
一
4

5

6

7

8

9

/

絹雲(Cirrus;Ci)、縞積雲(Cirrocu-ulvs:Cc)、絹層雲(Cirrost

ratUS;CS) カ5ない，

毛扶ま捷はかぎ状網雲(Ctrrus. Cd). 空に拡がる剛向はない。

濱密な編雲(CFrrus・Cl). 空に拡がる傾向はない。積乱国(Cu劇I

on小円S;Cb)からできたものではない. 

積乱雲からてきた薗富な絹雲(CLrrus;CD. 

空に次第に拡がり、厚くなってゆく毛扶またはかぎ状絹雲(Clrru
s:Ci) . 

縞雲(Clrrus;Cb)と編層雲(Clrrostrttus;Cs)又は単に羅層雲(C

S)。次第に空に拡がってゆき厚くなるが、連続したベール状の層

は地平繊上q5'以上に爆しない. 

絹雲(Clrrlls;Cl)と中層雲(Cirrostrxtus;Cs)又tt単に絹層雲(C

s). 次第に空に拡がってゆき厚くなる. 旧師したベール状の層は

日生田上45'以上に拡がっているが全天を覆ってない. 

絹層雲(Clrrostrabus;Cs). 全天をおおう. 

絹目口(ClrrostrabUs;Cs)。空をおおっていないし、またそれ以

上空に拡がる鰯向はない。

絹積日(Clrr㏄旧ulus;蜘)また高層の雲の中で絹積雲(Cirrocunv

lUS;CC)が卓越している. 

高層の雲が曰くて見えない。霧、風じん等の現象で高層の雲が見

えない。低い連観した雲層があって高層の婁が見えない. 

Cし

。

亘

Lp

1
2
3
4

内 容

第1節で降水資科(6RRRtのを通報する
第3郷で降水資科(6RRRtR)を通報する
峰水量tS t4いので降水資科(6RRRtR)を通報しない
降水量賓科が入手できないので降水資科(6RRRtR)を通報しない

PPPP 潅面更正気圧. 1/且emb単位、1000位は省略する

aヨ  ジオポテンシャルを鞭ずる指定気圧面

a3 a3

0 使用しない 5 500■b

L 1、000瞬b 6 使用しない

2 使用しない 7
㎜3 使用しない 8
枷4 使用しない 9 使用しない

2

3

」、 楓測所の型、現在および過去天気資料の有無の指示符

1罵 観測所の型 7wwW、W2群

1 有人口測所 含む

2 有人鰻測所 省略する(賃要な天気現象がない)

3 有人観測所 省略する(観測しない、貞料が入手できない)

4 自動槻測所 含む

5 自動観測所 省略する(重要な天気現象がない)

6 自動観測所 雀略する(観測しない. 資科が人手できない)

hhh aヨで与えられた指定気圧面のジオポテンシャル(lgpm単位. 

    1000位は省略)

5aPPP群
a 気圧変化回向

4

5

6

7

8

h 最低雲の底の地面からの高さ

b 内     客 h 内     客

0 5伽未溝 6 LDOO嘱以上  L50』. 崇溝

1 50隅以上   100鵬未湧 7 L500■以上  2，00伽未溝

2 10舳以. ヒ  200疎満 8 2. 00D■以上 2，500■未満

3 猟以上   ㎜未満 9 2・50D. 以. ヒ、又は雲がない

4 訓)o幽以上   600■未満 / 婁の底の高さ不明、又は雰

5 60伽以上  LDO馳未滑 の底は観測所より低く・婁
の頂は楓測所より高い

VV 地衰の水平複樫
   水平視程が方向により異なる場合は、VVには最短視程を鞭ずる。

   海上において視程を報ずる場合は、VV＝90～99を使用するg

VV 内 容 VV 内 容

00 くO. 1 k闘 81 距 k唖

Ol 0. 1 ㎞ … (5 k閾)

… (0」 k. ) 88 70 k■

50 5 k隔 89 ＞ 70 k圃

51 90 〈 0. 05k置

52 91 0. 05k璽

53
T4
T5

T6 50

使用しない

@ ㎞

92
X3
X4
X5
X6
X7

o. 2

O. 5

C
2
4
【
o

k●

虚ﾞ

旧翌

鳳k

Uk

ｩ�

� 1
�

)� 89
X�

20孟
@50�

幽k

H�

0� 0� �

2
3

D
7
8

在の気圧は3時闇前の気圧
等しいかまたはそれより高

在の気圧は3時間前の気圧

昇後下降

昇後一定、上昇後蟹上昇
定上昇、変動上昇
降後上昇、一定後上＃. 上昇後急. ヒ昇

定

降後上昇

降後一定、下降後緩下降

定下降、変動下降
定後下降、上昇後下降、下降後急下降

り高い

在の気圧は3時間前の気圧

等しい

在の気圧は3晴間前の気圧
等しいかま炬はそれより低

在の気圧は3時間前の気圧

りほい

積雲(Stratocu■ulus;駄)、 層雲(Status;St) 、 積婁(aJttilus;C

)、 積乱雲(Cuwloni■bUs;Cb) カ1なし、●

ん平な積握((in■ulus;Cu)または悪天候下のものでないときの断

積婁(Cmu)us;Cu)またはそれらがともに存在する. 

底が暫し高さにある並または雄大積雲(Cumulus;de). 断片. へ

平日震(㎝劇IUS;CU).  (層積日(StratOCU■ulUS;SC)があっても

い. )

毛積乱雲(Cu劇lom■bUs;Cb)。 (積璽(C■■ulus;Cu)、層四四(S

FatOCU騰ulUS;SC)、層雲(Staths;St)があってもよい. )

書(CUPtilus;de)が拡がってできた層積雲(Strat㏄eu■ulus;Sc)。

積婁(CumvluS;Cu)があってもよい◎)

積雲(StratOcumulus;se)。ただし積雲(Cu■ulus;Cu＞が拡がって

きた目隠雲(Strat㏄欄IUS;SC＞を除く。

状の層雲(Staths;St)ま炬は悪天候でないときの断片層雲(St). 

天候下の断片日日(Sfatus;St)または断片積雲(St＞. 通需、高

婁(AltestratUS;As)または乱層雲(Hi■bostratUS;Hs)の下にあ

，

婁(Cu●ulus;de)と層積雲(StratOCUt」lus;Sc). ただしこの層積

(StrateCUN Ius;Sc)は積雲(Cuwlus;Cu)が拡がってできたので

なく、積雲(aJ-ulus;Cu＞とは雲底の高さがちがう. 

乱闘(Cu劇」oni■凶s;Cb). (多毛、無毛積乱雲(du尉loni■bUs;

b) 、 積婁(Cロ馴1us;Cu＞、 層積雲(StratOou閣lus;恥)、 層雲(Sta

us;St)、ち9れ雲(fractus)があっτもよい. )

層の婁bt曙くて見えない. 霧、風しん尋の現象で低層の蚕が見
ない. 

d d f f群

pp 眼測時前3N問を通じての耐圧変化量(1/10mb単位)

RRR tr群
RR しRによって指示した期間の降水量

     日本では、微  量一〇. 4mm RRR＝990
          0. 5tnm-O. 9mm RRR＝995
          1. ernm-1. 4rnm RRR＝OOI
     と鰻ずる

RR�    容� RR�     審

00� 用しない� 90�   量

0量� mm� 91� . lmm
lmm)� 0. lmm)

88� 88mm� 99� . 9mm

89� 989mm�

積雲(AltocumuiUS:Ac＞、高層雲(AltostratUS;蛤)、乱層婁(Ni■

ostratUS;捕S) btなし、

層震(AlbOstratUS;As＞は半透明. 

層婁(AltestratUS:As)は不透明または乱層婁(NL■由ostratUS:闇S

一

積雲(Altocvmu1US:A℃)は半透明の一層をなし、全天をおおう傾

はない。

積日(AltoevmulUS;Ae)は半透明のレンズ状のものでたえず形が

わりま免で顧たり消えたりする. 全天をおおう領向はない。

状の半透明高積雲(Altecu■ulus;配)ま炬は半透明または不日日

積婁(AlteCU''JIUS;Ac)。一層または二層以上の層をなす. これ

の雲は、いずれも次箪に拡がり厚くなっていく. 

雲(Cu鰍」tus:Cu)または積乱雲(CUtuloninbus;Cb)が拡がってで

た高積雲(AttOCU''UIUS;配)o

遭明高積雲(AltocuaUIUS;k)または二層以上の半透明高積璽(A

). 婁が全天に拡がる側向はない. または高層雲(As》が乱層震(閣

) を濯う高積雲(Ac)。

状または房状の高積婁(AltocumulUS;脱)9

沌とした空の高積雲(AltOcvmulvs;ic). 一般にいくつPtの層に

っている. 

層の雲が暗くて見えないり鳳風じん等の現象で中層の雲が見
ない. 下の層が逮観した雲層をなしているため中層の婁が見え

い. 

 全雲量

1
2
3
4
5
6
7
8

/

0分雲量

(一点の雲もない)

以下しかし0ではない
-3

-8
一馳0(9以上しかし10ではない
0(隙闇なし)

分雲量

(一点の婁もない)

！8以下しかし0ではない
1S
tS
18
tS
tS
！8以上8！8ではない
18

R 観測時までの降水量を測定した時面間隅を示す指示符(6時問単位)
 測定し炬時間闇隔が6時閥の倍数でない場合、又は測定柊了騎刻が

  通鞭時刻ではない場合には、tR＝Oと帽ずる

wwWIW2群
w   現在天気

1、W？ 過去天気｛'は日本における規定)

22D. v. 群

22

s

の状感の買料が続くことを示す

の進路(観測時前3時間の位置から. 現在の位置へ移動

距結果として生じ距方位)(真方位)

空不明又は握量を測定することができない
量を観測しない(自動観測所のみ)

/.  W2

1
期間を通して、全天の1/2以下が雲に覆われていだ
る朋問は全天の1/2以上、ある期間は全天の1/2以下が
に覆われていk
聞問を通じて、全天の且/2以上が雲に覆われていた

んあらし、高い地ふふき(硯樫1km未満')
氷嘱(硯程1km未満')または潮煙霧(視程2km未澄)

又はみぞれ
ゅう雨降水
電(t鳴のみの場合を含む、降水をcr一)ても. 伴わなくてもよい〉

5�        容

1
2
3
4
�

南
�

置は変わらない 

@東 
?
@東 

6
7
8
9
�

 西 

ﾑ北
@酉 
k不
ｾ(D，)

� 岸観測所からの報告又は鞭告しないことに定

られた船舶
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V5  楓測時前3時問を通じての船の平均遼度(鼠測爵前3時問の
   観測点と現在の観測点の題離を3で割っ彪もの)

付録2 ww(現在天気)

Vs

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
/

1第1段目

悌1段目

1第4段目

グラフィック文字例

内 害

   0ノット      Okm/h
 1- 5ノット   1-10km/h
 6-10ノット  11-19km/h
】1一艮5ノット   20-28km/h
16-2Dノット   29-37km/h
21-25ノット   38-47km/h
26-aOノット   4e-56km/h
31-35ノット   57-65km/h
36-40ノット   6S-75krn/h
40ノットを廻える  75km/hを艇える
堕当しない(沿岸山岡所からの報告)又は廠告しない

WW 訳 文

DO  IbNibF薗 圏億Z d fd GN9陽坦n■mSdi掴3娼
  樫釜塁暑葦§器§含塁含器§器争畳塁9§鶉§騰瓢開器

観測時または目測時前1時間内に、目測所に降水、霧、氷寳，目し
んあらしま絶は地ふぶきびない。大気ホ象がない。前1時闇内の雲
の変化不明. 

ASCIIコード

解読文

1 8   1bN且bF薗 Lq隔Z ev fd GNg陽颯且bNlbF面匙cN＜劇鵬
   ？塁a？二軍fig§？§暑器器薯含き3畳箏毒§贈贈塁きE巷？§罐暑亨昌箏

Os. T騨T巳T闇群

Sn 温度の正負の指示符

T''T】Tu 濤百氷濃1/10'C単位、正負の符号はShによる

■P. . P. ，H. . H. . 群

p国. P明 測器観測による破演の岡期(秒単位)

H闘H賄 測響観測による瀧浪の蕎ざ(0. 5m単位)

平穏な梅酉で渡濱がない塙合、P. . P-H. . H。. ＝0000
と籍ずる

周期. 渡高の何れか一方の資科が人手でtない場合、P. ，P. . 

又はH. H. ■はその堕当するbのを//と幡ずる

2P. P. H. H. 群

PbP.  目複輝輝による風浪の周朋(砂単位)

H訓.  目視風測による風濃の寝高(0，5m単位)

平穏な纏画で濃潰がない増舎、P. P. H. H. ＝0000と報ず
る

混純とし三富薗のため周賄藁推定で壷ない場合、P. Pu＝99と鞭
ずる、同様な環由で被高粒雄定出衆なかった場合、H冒H''＝//と

帽ずる

下山とした海薗以外の理由で周期、又は渡高の何れか一方の質斜が

入手で實ない燭合、P. P''又はH. H騨はモの臨畠ずるものを//と

報ずる

周期、および滅高の口科が共に入手できない爆合. この群は省略する

群
群
群

曜
圃
曜

d
H
H

曜
固
曜

d
H
H

d
P
P

岨
団
岨

d
P
P

3
4
5これらの群はうねりが楓測され禿鳩合にのみ、うねりの置暢の通縦に
用いる

1つのうねりしか観欄されない場合
方向・周朋および渡込の通幅にd. 1d。:. P。tP. 1、H. 」H''L癒用い
る

db？d】2＝//と鞭ずる

5P曜P曜H''2H脚2群は省略する

2つめのうねりが観濁される場合
方向、周餌および岐高の適報にd. 2du2、 P. ePu2、 H。2日曜凝用い

 る

d. 1d. 1、 d. ed. 2  うねbの■る方向(真方位)(10●単位)

PulP謄いPv？P. 2  うねりの周期(1秒車位)

H. ，H. いHnH''2 うねりの高さ(0. 5m単位)

Ol  1bN【bF薗 監α■Z d fdGNgH坦19■Vd-j■5＞カnN刷？酒
？塁罐＆葦器釜§巷塁§器§器手色％§駐購騰含含朧昌号躍§階

観測時または口中戸前1時聞内に、畿測所に降承，霧、面一. 砂じ
んあらしま超は地ふぶきがない。大気水象がない. 前且騎間内に雲
が湧散しているかまたは発遼がにふっている. 

02   【bN【bFの 【α■Z d fdGNgH坦II■F薗k7■3賜堀
   樫〒塁書含器曾§唇器器§器手書麗§駐％器彌§§亨器§器

観測時ま距は観測口前1時間内に，眼測所に降水、搦、氷霧，静し
んあらしまたは壇ふぶきがない. 大気自象がない。騎1時間内に空
模様全般に変化がない. 

03   1bN【bP佃 1α■Z d fd GN9圃坦［1■eFdijl 8＞カロN6＞煽

  樫早塁き蒙器醜器器§§含手邑亨琶§駐早載贈暑舞器昌麗龍遷器

観測騎または観測時前1晒間内に，鰻測所に降水、霧、氷爲. bじ
んあらしま遊は地ふぶtがない。大気水象がない. 蔚IR間内に璽
が発生しているかまたは髭醒している。

04   lbNlbF凹 【COZ d fd GNg田瑠［1◎印rl 5剛U 旧11 r5t■セ釧ソカPgL:0■

   提〒塁書記器瀧郵亭塁9朧争昌撃琶§景早漏門並茎脇88§琶9ε91峯孟含開塁開言§潔訴

鰻測時または観測時前1騎間内に，鰻測所に降水、霧、氷霧，砂し
んあらしまたは壇ふぶ喜がない。煙、例えば野火. 山火の煙、工場
の煙、火山灰等のため覗程が懸くなっている(視程10km未消)

05   【bN【bF帽 【α■Z d fd GNg陽坦LePgL＝0■
   樫樫葦麗守塁含塁暑塁器§器藍与ぎ§？早9塁き§さ器箏

観測時または観測時習1時間内に，観測所に降水. 霧. 氷編、凹し
んあらしまたは壇ふぶきがない。煙鴛(硯程10km未満)。

06 1bNhbFd圃id隔■d正d GNg陽■■ku夕』旧＝〉力PJLeOPIL■1C碑刷■キ。「■GPgL＝0■
   ？塁含釜塁纒§飛茎二塁口唇§一画畠争識早昌三盲實§鵠§器罐§亡き？塁器§稲乙き早口ま器さ器与
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07   幽bNlbF帽 1α隔2 d fd GNり田珀1憶凸cN」cQ」帰JN藺Pv. ㎝列16ケ、w)Na田
   樫三塁き含含量？8き三二彗9巷口争亀早識箏〒塁塞魏釜8九州自己B口器暑§巷器幌差出早
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近
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08  邑bN」bF薗 Icrz d fd GNg闊埆竃bN且bF細lcNlc卿6ケ、w司 Lゴ16躍
   寒雲琶〒塁き竃麗悪事§巷巷§§争匿亨含昌贈贈塁328？9k？§〒回書夢解乙§〒R§§争盟早

し
こ
じ
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即
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、
間
、
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時
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、
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時
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辱
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観測時または口測時前1時間内に辱鰻測所しこ降氷｝霧，氷震，砂じ
んあらしまたは触ふふきがないら観測時または観測時前1嚇間内に
剛測所または坐浴内にスコールあり。

19 1bNlbFd■ld■2聾qfd GN9珊エ■轟bMbF釦LcN〈d昌Xサロ
   守贈塁書葦器拍雪国§§窪暮§巷争蓬亨総山贈三尉釜§琶き一掴B琴

蠕動時または堅肉時鳥聾時間内に、観測所に降永、霧，氷霧. 砂じ
んあらしまたは地ふぶきがない. 観測時ま隠は鰻測瞬前1時闇内に
鰻測所または霞弊内にたつまきあり。

20 1bFd■崖cgehNe(1刃駅〕hi「エ■Lヒ■6エ■
   早塁脅葦蓉予彗暑器差§6§象罪含§登2箏〒塁§員騨

霞三時前i時間内に二型所に編繭または霜雪があった. 
ではない. 観測騎にはない. 

2 1  1bF狙1曙囲珊h画P-1固珊
   釜塁き曾朧昌§§騨薯§皇§界塁含盟与

鼠二時前1時置内に鼠測所に爾があった。
測時にはない。

22 LbFd-1α■｛1テ■匡〕h」「コ■且加■エ5

   釜三囲贈含器§§彌蹴与三塁き員男

目測時前1時間内に楓測所に雪があった，
直下にはない. 

23 1bF凹1帽YN冨田潮hl「躍且圃遭
   樫葦巷？塁暑謎ε§雪§撃爵§雪国母与早塁肛囲

しゅう繭性

しゅう爾性ではないし縦

しゅう雨粧ではない層鰻

畿測時前旦爵聞内に観測所にみぞれまたは凍爾があった。しゅう雨
性ではない。口四時にはない. 

24 且bF佃1α圏｝f匠■hN｝fi■eM潮h且「埆皇憎』
   釜塁鵠暑櫻6§8B重臣§9器量薯罪§8象贈塁含盟与

眼測時前1時局内に楓測所に蟹氷性の雨または着氷性の霧爾があっ
た. しゅう爾性ではない. 観測時にはない. 

25 1bFd■1α■ONテ■珪燗圃工胴

   早塁纒撰罐謝斧器盟早

観測仏前1時間内に鰻重所にしゅう南があった. 饅潮時にはない. 

26 1bFd■1c■0｛NOhlOY「テ■1廟圃コ■
   ？塁き§き撚晶翻§9辱8§;？塁8x29

うねりの来る方位

観測隔日1N間内に嘱測所にしゅう雪またはしゅう雨性の. みぞれが
あった. 帳非時にはない。

27 1bPd■1α置Z廟f［1｛［Nh■トZ】f［1｛［1ラ■IU■1エ■

   量塁纒三塁麗籠騰三雲警器慧二言朧§s箏口口亨

観測明前1時国内に目測所にひょう、氷あられ. 雪あられまたは爾
を伴うひょう、雛あられ. 雪あられがあっ拒. 霞測時にはない。

d. ld. /

d. 2d. 2

0
.
 
1

0
.
 
0

6
.
 
9

3
.
 
9

28 1bFd■1c匿eNfelテ璽1ヒ魍幽エ■
   〒塁き葦含糊§一一蒙§贈藍蝋家

所  種

  5' 一 14'

(te')

  355' 一 4'

変化蚤し、又はあらゆる方向、又は隔絶として渡痕の方向定め卜い

09   」cr2 d ‘d GNg槽珊L螺‘引NlbFのL邸彊
   釜§暮塁§9器塁暑争養％量贈塁9き2琶争麗含拠葦§櫻癖

観測所に降水、爾. 氷霧、稔じんあらしまたは地ふふきがない。観
測時に軍事内に砂じんあらしあり、または妊婦時前1鋳悶内に観測
所に砂しんあらしあり. 

1 0   1bN且bF鵡 Lq■Z d fd GN9圃堺P9L＝凋
   樫釜塁書葦暑§魏茎§器薯麗争畳亨各§甥言量欄箏

観測師前1瞬闇内に観測所に霧ま距は氷霧があった. 頗測時にはな
い9

29 1bFd■lcti)tテP2■アナCU■1b■■エロ
   3646836S4eC538AC3e36S8Be
   1264613G49302C7507S26A47

観測時前1繭問内に楓測所に冒電があった(降水を伴ってもよい)
. 四測時にはない. 

61gE. E. Rg群
船舶の網場を報ずる

1， 船舶の着氷の四駅
E. Eg船舶の着淑の厚さ(mm単位)
R，  船舶の蟹臼田屋

cSbD. Zi群

観礪時ま赴は楓測時前1時冷麺に、観測所に降水・羅・氷鴛・砂じ
んあらしまたは地ふぶきがない. もや(視捏10km未満)。

1 夏  1bNLbF薗 【邸Ng旧坦且CtgeNシfd引 呂〉力P畑STO■
   提〒塁含駐9器§9樹霜贈窪朧昌器器B器書屋き‘識ま与

観測騎または楓測時前1騎間内に. 観測所に砂じんあらしまたは壇
ふぶきがない。観劇所に地購または低い氷罵があり、散在している
(目の高さ以下)。

3 0  鳳脚9￥VOI■bF伽」監国1咀2帽
   争与二塁言§き器欝塁各§§魯ぎ幹塁含？§き塁塁亨

砂じんあらし. 弱または董(撹程500m以上)、観濁時前1時間
内にうすくなった。観測時に履測所に鋒水なし。

31 盟9￥VOトlbFd3帽1頃lq■2帽
   争与整塁引き器9〒塁纒§与〒塁暑櫻量野

砂じんあらし. 弱ま距は董(覆程5eOm以上)
丙変化なし. 楓測時に観測所に降水なし. 

観測時蔚1晒問

嘱測時に船の位量から資氷およU/又は陸旗が口測された燭合に綴ずる

C
S
b
D
Z

櫛氷の密着度又は配列

頻違通馬
隆激

主嬰な氷の纈の方位

氷の珊吠と崎3時聞の慶化伏麟

3B3群
333 地区交換の置旧が瞬くことを示す
   日本絵含む第2亀区では、0および7群の開彊はまだ行われていない

1s。T. TtTx群
2s. T伺T臼Te群

T塞T、T、 工高気温1/10●C単位、正負の符号はSnによる

T. T. Tn 愚儀気濡1/且0。 C単位、正負の符号はs. による

最高気湿および最憧気温に適用する時問間隔および通鞭騎刻

は、地区の取り決めによる●日本では前12鱒聞の最高気娼
および戸田川開を籔ずる

群
群
群
群
群
群

」
・
'
'
R
惚

」
・
餌
鳥

・
J
s
.
 
J
R
C
S

E
E
.
 
J
R
N
S

3
4
5
6
8
9

これらの絆は日本においては使用しない

1 2  lbN圏bF帽 L邸N9田』1CtgeNシfd引 A)カP燗ST咀
   釜塁罐農朧〒§書辮き§贈雪朧置朧§B§瀧き1腰器

13

観癬時または蟹三時前1鱒闇内に、楓測所に砂じんあらしまたは地
ふぶ8がない. 餌測所に二言または低い氷霧があり. 連続している
(目の高さ以下). 

lbN1bF岨 庄Ct2 d f日GN9田畑刀0 ，坦
守塁罐唇葦謝塁含塁量身含§器手畠与識孚墾B§急是鰯

顧田田または観測時前1時闇内に、観測駈に降水、霧、氷霧、回し
んあらしまたは地ふぶ8がない。電光は見えるが冒鴫は蘭こえない

1 4   1bNlbF帽 LG■Z d fd GNg圃■■(dtX A I gyNz躍ヲ廻
   樫量塁急竃暑§？§9窪含器薯§置争色与き謝き含暑塁彗匿§含％鰯龍〒亨

観測時または一目自前1時日内に、目測所に降水、■、氷霧、砂じ
んあらしまたは地ふぶきがない. 視暴内に降水があるが、地面また
は目口に遼していない・

塵 5   【bNLbF劇 コq勧 d fd GNg田園翻引 gyNZ凋ツ加1BC，ツPUV鳴
   樫斧塁含奪麗〒§書器§琶巷麗争a亨糊器葦書塁B9％鰯暑念暑§§早§皇霧器琶言亨

観樹時または観測時前！爵闇内に、鰻測所に降水、霧，氷霧、砂じ
んあらしまたは地ふぶきがない。閥暴内に降水あり、醜面または海
面に達しているが、鼠測所から遠い(5kin以上). 

聖6 1bNlbFd■IC-2 d fd GN9闊場くd■2引gyNzy●ヲ''1止⊂■■エPU:D●
   藩守塁書器鵬き器§朧琶手含亨愈謝き葦暑塁昌9亨発x;朧§蓉曾器盟き量器曇

圏測時ま赴は瞬測時前1時間内に、観測所に降水、霧，氷繋、膝し
んあらしま施は壇ふぶきがない，視界内に陣水あり、壇両または海
面に違しているが、観測所にはない(5km未満). 

17 6c■Z et fd GN9凹」■-且b■2ウ■
   ？薯含塁唇朧9含癖鵡蠣界塁き塁齢

観測所に降氷、霧、氷霞、珍しんあらしま凝は地ふぶきがない・冒
竃. 観測時に降水なし，

32 四9写VOO lbF薗ヌNウ』1協lcr2-

33

34

甥蓬塁言8きき網子円き葦8鴇ε亨守贈彗8二塁学

冒しんあらし. 弱または董(襖穫500m以上)、口測時前1時闇
内に始まったまたはこくなった。鰻測時‘こ罎測所に降水なし甲

四9写:贋 LbF曲』L憶圏σ■2帽
蝿言彗き舞器量塁纒§冒界器子含9塁塁早

砂じんあらし，強(視程500m未満)
くなった。麗測哺に蟹蘭引に降水なし。

響9￥≡01 1bFd3囑1国1億2-
重言昌器器〒塁a鵬翼塁§釜窪巷謝

砂じんあらし. 轍(襖裡500m素溝)
し. 観測時に口写所に降水なし。

3 5  脚9写:Ol lbF帽又Nウ」1頃且曙2帽
   争   e853S33S3646SC4ACS36S36S3BS
   7309CAOei26467E967126136237

観測時前1時間内にうす

観測時蔚1時聞内変化な

珍じんあらし. 轍(視程500m未溝)、観測時前1時問内に始ま
ったまたはこくなった. 観測時に観測所に降水なし. 

36 旬陽一N哺Pエ■9峯VOI翼■Sオ湘IU■lc馴2引■
   琴麗骨直塁訟8§きき言含‘8ヨ自E9？塁舗器雪争

娘ふぶき・弱貰赴は董(見かけの槻程500m以上). 
り低い. 鰻測時に罎測所に降水なし。
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地ふぶき、強(見かけの視捏500m未満)、
目測時に慶灘所に降水なし。

3 8   9H ＿N-P9￥V㎝ XISオ禰1頃1口■2-

   撃謝遷塁き§き暮99991色贈塁き瀧塁§学

地ふぶき. 弱または董(視程500m以上)
観測時に饅測所に降水なし. 

目の高さよ

目の高さより低い. 

目の高さより高い. 
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o''一
47SS8
FBS］7

しゅう雪

85旧lbF薗］1-1旧
683646858C836SSS
e712646D93712627

26り田卿P9》;GI×圏Sオ褐1ヒ■k馴2ウ■
亨総§言§器器‘邑巷含冒界塁齢§慧器与

93

口測時に並。雨，罎測時前1時間内に止み間があった観測時に目の高さより高地ふふき. 強(硯程500m未満
眼測所に降水なし. 
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暮界塁き珪謹言辮欄塁早

36

または強. しゅう雪、観測時に並，雨. 霞測時前1時間内に止み間がなかった
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康測時に観測所に降水なし。観測時に鍵れ距所に霧または氷霧があ
るが、鍾測時前1時間内に観測所にはなかった、その霧または氷霧
は観測者よりも高い所まで広がっている. 

40

雨またはみぞれを伴ってもよ弱、雪あられまたは氷あられ畿測時に強雨。鼠測時前1時間内に止み間があったeNfd ＝〉煽1頃1α国2-

1翻灘1舗1
14
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鯉朧塁畠塁魯§龍齢9亨
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含弓釜塁書器Bl贈塁き器

56観測時に観測所に降水なし霧または氷霧が敬在している

雨またはみぞれを伴っても並または彊、雪あられまなは氷あられ
よい. 

観測爵に強。観測時前1時間丙に止み面がなかった. 両。
eNfd k■Eヒ■lbFd■イ＝■1ヒ■1q■2「-
6466e684CS3646eSCe36836. e3iffi
SEesgBCsB7E2646eS7126136237
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661時間内にうすくなった観測時前霧ま海は氷霧、空を透視できる
. 観測時に韻灘所に降水なし. 

冨賜はない。雨またはみぞれを伴ってもよい
弱。

弱. ひよう
着氷性の爾

刀湘hNY■ア''〔】1■
器艶塁含朧9今9巷含脚

09
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34

67
1時間内にうずくなつ観測時前霧または氷霧、空を透視できな

た。目測晴しこ目測所tこ降水なし

雨またはみそれを伴ってもよい. 蟹鳴はない並または強、
並ま距は強。

ひよう
暮氷性の爾
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44

1時間内に変化なか. ・た観湯時前
弱. 霞雨と雪みぞれまkは

爾または氷霧. 空を透視できる
。蜆胃内に目測所に降水なし，

前1時間内に饗電があ. )たが鰻劇時にはない。弱。観測時に爾
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54

または強. 霧爾と！みぞれまたは、
1時間内に変化なか')観測時前霧または氷霧、空を透祖できな

た。銀同時に銀測所に降水なし
前1時間内に貫電があったが蜆測時にはまたは強。観測鱒に雨

ない。
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塁琶含§器器齢〒塁離き鎚昌9劇画山口巷塁塁亨
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し・ゆう雨観測時に弱. 時間内に止み問があった。
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雪。観測時前
ではない。

時間内に鰭まったまた空髪透視できる曾観測時前
鰻測時に観瀾所に降水なし

編または氷霧
はこくなった
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74

しゅう雨観測時に弱。鱒問内に止み間がながった

また観測時に雪、みぞれ、雪あられ. 氷あられ、またはひょう
は強. 前1時間内に■tがあったが観測詩にはない。

雪，罎測時前
性ではない. 

時間内に始まったま霧または氷霧、空を透覗できないg罎測時前
たは■くなった。霞測時に観測所に降水なし
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4S

しゅう雨性時間内に止み闇があった。観測詩に並。

または雪あられは弱または並、ひょう、氷あられ
雪またはみぞれE伴う。

雪. 鰻測島山
ではない. 

鰻測時に観測所に降水なし空を透視できる■。堅氷発生中

精測時に雪電
伴わないが雨
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49

し喰う雨脚測時に並

または雪あられを氷あられ、
・
つひよ弱または並、観測時1こ冨電

伴う。

蟹。鰻測時繭且時間内1こ止み問がなかった
性ではない。

観測時に観測所に降水なし空を遜視できな需。霧氷発生中
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50

観測時に弱. 観測時前1時間内に止み間があった。霧爾. 

しゅう爾性鰹四時に彊0騎間内に止み闇があ

または雪あられは伴わない罎測時に■電、強、ひよう. 氷あられ
が雨、雪またはみぞれを伴う. 

雪。霞測時前
ではない。e旧【bF幽コ1'-1一

彗§堅塁纒言昌贈塁含亨与
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57
観測時前1時間内に止み商がなかった・鰻測時に弱。霧雨. 

しゅう雨観湯時に強，1時間内に止み間がなかウた

砂じんあらしを倖う。饒測時に腰膝、

雪。観測直前
性ではない。
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76観測時に並。●爾。槻曲調前1時闇内に止み間があった。

または雪あられを伴う。氷あられ、ひよつ、強観測時に雷電
纏氷. 霧があってもよい◎
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観測時前二時間内に止み問がなかった。観測時に並。霧雨. 
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霧があってもよい. 績雪
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78観測時に強。霧両。観測時潮1騎間内に止み聞があった. 
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79濡爾。観測時前且時間内に止み問がなかった. 観測時に轍. 
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18並または弧。薯二巴の編両、

または弧。しゅう雨、
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83董または強. 紹雨と両

弱. しゅう雨性のみぞれ. 
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84時間内に止み間があった. 観測晒に弱目。嘱測駅前

並または彊。しゅう雨性のみぞれ、
旧lbF伽〕睡眉1回
巷野塁爵器§藪界塁§聾
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観側時に弱. M闇内に止み間がなかった. 観湖口前雨。
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